
QG,G,富山県　G購'G3G3銅QGjQGjG'G3G3

中央植物園ださL J

雲南省から導入したシヤクナゲ類(高山植物室)

中国雲南省の植物と日本の植物

活動報告-　-･冬のイベントから

私の研究-　-　高山植物とその生育環境

話題の植物　-　-ウワバミソウ

植物学解説シリーズ- ･植物の形態(7)かたちと名前



中国雲南省の植物と日本の植物
-第5回TOYAMA植物フォーラムから-

中Bl雲両省は"植物の宝庫"として古くから知

られており,シヤクナゲやサクラソウなど重要な

園芸植物の故郷になっていますD一方､植物地理

学上は日本と共通な"日華区系"に含まれ,日本

の植物の起源を探るうえで興味深い地域でもあり

ます｡平成9年11月30日に富山県中央植物園で開

催された第5回TOYAMA植物フォーラムでは､

｢中国雲両省の植物と日本の植物｣をテーマにと

りあげましたo

パネリスト:

清水建美　金沢大学･信州大学名誉教授

清水尊称　駒沢大学文学部教授

邑田裕子　摂南大学薬学部･薬用植物園助手

座　長:

花城良腐(財)海洋博覧会記念公園園長

鳴橋直弘　富山大学理学部教授

後　援: (社)日本植物園協会

清水建美氏の講演｢雲南

の植物地理管見｣

重商の植物につい

て､区系植物地理学の

観点からお話を伺いま

した｡

照葉樹林文化圏の中心

にあり､稲作発祥の地とみ

なされる雲南は,野生植物の面からみてもフロラ

(植物相)は豊かで､たとえば中国における国有

属(中国のみに分布が知られる属) 243のうち､

雲南高原地区には92属(38.1%)が､横断山脈地

区には116属(4&1%)が分布しているそうですo

日本列島の植物区系は､一般に"日華区系''に

位置づけられ､この区系は雲南を経てヒマラヤ回

廊を含むとされています｡これに対し中国では､

雲南高原地区と横断山脈地区を東ヒマラヤ地区と

併せて"中国･ヒマラヤ森林植物亜区"とし､そ　)

れより東側の"中図･日本森林植物亜区"と並立

させる考えが有力であるとのことですo

最後に､個々の種群についてお話していただき

ましたoたとえばカラマツ属では､碧南には原始

的な仲間であるMultiseriales節が分布し､進化型

のカラマツ節(日本のカラマツはこの節に含まれ

る)の種はみられないそうですo　ツガ属では､よ

り進化したツガ節の2種があり(日本のツガやコ

メツガもこの節に入る)､原始的なHeopeuce節の

種はないということです｡また､アケビ科では8

属中5属12種があって分布の中心をなすほか､ツ

リフネソウ科ツリフネソウ属には数十種があると

みられ､大部分の種はヒマラヤ地域のものと類縁

が深く､少数の種が東南アジアと共通するそうで

す｡

このようないろいろなケースを勘案しながら､

総合的な雲南の植物地理学的位置づけを行うに

は､まだ時間がかかるだろう､ということでした｡

清水善和氏の講演｢雫南

の植生一日本の植生と

の比較を中Iむに｣

ネパールや雲南での

植生調査の経験を踏ま

えて､雲南と日本の植

生を比較しながら､日本

の植生の成立過程にも関連

するいくつかの間魅点についてお話していただき

ました｡

ヒマラヤから雲南にかけては､日本のブナ林の
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ような広大な面積を占める落葉広葉樹林は存在せ

ず､これにかわって常緑のマテバシイ属やツガ属

の優占する林が現れ､日本の中間温帯を形成する

モミ･ツガ林との関連が推測されるということで

す｡中国のブナ属には3種あり､雲南にもナガエ

ブナ(Fagus longLIpetiolata)が分布するものの､

畷温帯の照葉樹林の中に点在するそうで､日本の

ブナとは生態が異なるようですo

また､東ネパールから雲南にかけての高山では､

温暖帯の高度から様々なシャクナゲ(ツツジ)頬

が出現しだし､高度によって種を交代しながら､

森林限界を越えたところでシャクナゲ類の優占す

る低木林(シャクナゲ帯)が形成されます｡一万､
･一　日本の高山でみられるハイマツ帯は雲南やヒマラ

ヤにはないが,相観的にはシャクナゲ帯とよく似

ており､生態的には同位な関係にあるといえると

のことです｡

このほか､照葉樹林がシイ帯とカシ帯に分かれ

ること､マツ属が二次林を形成していることなど

について解説していただきましたo

種の多様性や地理的･地史的関係からみて､雲

南を含む揚子江以南の中国大陸が"日華区系''に

おける植生の分布の中心で､これが西の乾燥した

地域に張り出したのがヒマラヤの植生であり､北

の寒冷な地域に張り出したのが日本の植生である

といえる､ということですo

邑田裕子氏の講演｢雲南

省に産する薬用植物｣

亜熱帯から高山帯に

わたる幅広い地域をも

ち､野生植物の多様性

に富んでいる雲両省に

は､薬用に利用される植

物も多く､ 『要南中薬資源名

録』 (1991年)には､ 315科1841属6157種があげら

れているということです｡

中B)における雲南省の薬用植物を考えると､中

秦(いわゆる漢方薬)として昔から使われ､全国

的に有名なものがまずあげられますoその中には､

雲南省特産のものと､全回どこにでもあって雲両

省にも産するものがあるそうです｡ついで､明代

の『本草綱目』 (李時珍1596年)の収載薬物

1892種のうち､ 374種は李時珍が新たに増やした

ものとされており､この時代以降に全国に知られ

るようになったものがあります｡ほかに､限定さ

れた地域にあって､限定された使い方のされてい

るものなどがあるそうです｡

また､雲両省に産する薬用植物を日本と比較す

ると､同じ種類を同じように利用するもの､近縁

の種類を同じように利用するもの､これらを全く

別の目的に利用するもの､日本とは全然異なるも

のなどにわけられるということですo

このように豊かな雲両省産の薬用植物の中か

ら､特徴のあるものや珍しいものを中心に､根､

黄､花を利用する"三七"､根茎を利用する"竹

節参''､塊根を利用する"狭棄竹節参"､根､茎､

花､葉を利用する　…人参"などウコギ科ニンジン

属の植物のほか､キク科トウヒレン属の"雪蓮花…､

マオウ科の"麻黄"､ニッサ科の"書樹" (早蓮木)

などたくさんの植物をスライドで紹介していただ

きましたo

講演に続いて行われたディスカッションでは,

いくつかの薬用植物の薬効などに関する質問のほ

か､北陸地方ではブナが標高の低い場所にも出現

することと､ブナ属の植物が雲南では照葉樹林の

中にみられることの関連について問う質問などが

なされ､日本の植物との関わりについて議論し,

認識を深めました｡

｢日本の高山に出現するシヤクナゲ類は､雲南

などの高山に発達する``シャクナゲ帯"の片鱗で

ある｣というように,見慣れた日本の植物や植生

も､雲南などを含むより広い地域を視野に入れる

ことで､今までとは適った見方ができるのが印象

的でしたo

座長の花城見席氏(左)と鳴穣直弘氏(右)
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活動報告

節斬新冬のイベントから瑞･l東棟

干支にちなんだ植物屈

12月12日から1月15日にかけて､昨年の干支の
"丑"と､今年の干支である"寅"にちなんだ植

物の展示をサンライトホールで行いました｡花に

黄色と茶色の斑紋があることから中国では…虎頭

蘭"と呼ばれるシンビジウム･フッケリアヌム､

葉に縞模様があるトラフアナナスやトラフセンネ

ンボクなど20種あまりの植物を､実物や植物画､

写真で紹介しました｡

平成9年度研究発表会

｢植物園を支える研究活動｣

昨年度から実施している研究発表会が､今年は

2月22日に開催されました｡富山県の植物や植生

に関するものから琉球列島や台湾の植物に関する

ものまで､さまざまな発表が行われ､活発な質疑

応答や意見交換が行われました｡また､ 2月20日
-3月4日には同じ内容によるパネル展がサンラ

イトホ-ルで開催されましたQ

テーマと発表者は次の通りです:氷見市大境

産サンインギクの実体(中田政司)､氷見市の常

研究発表会

トケンハキの展示

中国雲両省から導入したトウツパキの花が盛り

を迎え, 2月上旬から3月中旬にかけてサンライ

トホ-ルに展示しました｡トウツバキ(CamellJ'a

retttula由)は雲両省が原産で､中国名を"雲南LLr茶

花"といいます｡古くから園芸的に珍重され､ 100

種類あまりの園芸品種が知られていますが､富山

県中央植物園ではそのうち18品種を中国科学院昆

明植物研究所の協力で導入し､栽培していますo

緑広葉樹林(山下寿之)､富山県で新たに生育が

確認された植物(2) (大原隆明･中田政司)､神

通川水系の渓流型植物(志内利明)､富山県で記

録されたきのこ(2) (橋屋誠)､マメ科植物果実

の解剖学的研究(大宮徹)､絶滅危但植物カモメ

ランの増殖に関する研究(神戸敏成)､日本海側

のチマキザサと太平洋側のアマギザサの比較(高　　)

檎-臣)､栽培下で生じたアマミサンショウソウ

とヨナクニトキホコリの雑種(兼本　正)､台湾の

高山植物について(苫田めぐみ)

氷見TTT大損度サ/イ/ギクの変体

∴･l:てこ:.チ.狩1.､や･
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私の研究

高山植物とその生育環境　　　　　技師吉田めぐみ

高い山に登っていくとだんだんと生えている植

物が移り変わって､高山植物の生育している"高

山帯''へとたどりつきます｡県の東部に北アルプ

スを持つ富山ですから､高山植物を見ることを楽

しみに山へ登る方も多いことでしょう｡

私はこれまでに､立山､白馬岳､唐松岳､乗鞍

岳などのほか､北海道の大雪山､台湾の南湖大山､

ヨーロッパアルプスなど様々な高山帯を見てきま

したo　日本の高山帯は"ハイマツ帯"ともよばれる

ほど､どこの高山でもハイマツ林が見られますが､
ー　ヨーロッパアルプスでは森林限界以上の低木林を

形成しているのはアルペンローゼと呼ばれるツツ

ジの仲間ですD　また､台湾の高LLIではピャクシン

ヤシヤクナゲの類がハイマツ状の低木林をつくっ

ており､日本の高山帯とはかなり適った景観ですo

高山帯は低温､多雪､強風､強い紫外線など平

地よりも厳しい環境条件に置かれていますQ高山

帯には､積線上や岩傑地､雪渓などの地形の遠い

により､それぞれに異なった植生が見られます｡

さらに､わずかな岩のくぼみや斜面の角度など､

より細かい違いによっても温度環境や水分条件､

風の強さなどの気象条件(微気象)が異なります｡

例えば雪が遅くまで残る"雪田"では､雪解け後絶

えず水が流れ込む低い場所は栄章分に富んでお

り､ハクサンコザクラやハクサンオオバコなどが

生育しています｡一方､隣接した斜面には雪解け

後の乾燥に耐えられるチングルマやアオノツガザ

クラなどの小低木がみられます｡また底にあたる

部分は雪が遅くまで残り､生育期間が限られるた

め植物に覆われる面積が少なく､クモマグサやジ

ンヨウスイパなどが点在するのみとなります｡こ

のようなわずかな地形の差による微気象と植生の

違いや､消

雪と植物の

生長などの

季節変化に

ついて調査

していきた

いと考えて

います｡

ハクサンコサクラ

温室だより　　　　　ロドデンドロン･デコルム
Rhododendron decoL･um Franch.

高山植物室には､中国雲南省から導入したシヤクナゲ

の仲間を8種展示しています｡ロドデンドロン･デコル

ムは､中国名を"大白花杜醜''といい､大きな白い花をつ

けますD四川省､雲南省,チベットの海抜1,000-3,000m

の森林内や低木林内に生育し,花は5cmぐらいのろうと

型で､ピンク色を帯びた白色です0枚の先端に8-lo情

集まって花がつくため､とても華やかになりますo雲南

省ではこの花をお渇に通してから抄めて食べるそうです0
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話題の植物

ウワバミソウ
Elatostema umbeHatum Blume var. majus Maxim.

春になると､富山弁で"よしな"と呼ばれる山菜

を山に行って摘んだりします｡また､店頭などで

販売されているのを見かけることもあります｡
"よしな"は､イラクサ科ウワバミソウ属のウワバ

ミソウという植物です｡漢字では鱗蛇革(うわば

みそう)と書き､生育地がいかにも大蛇が住んで

いそうな､山の暗いじめじめした谷間であること

に由来します｡他に"あおよしな"と呼ばれている

ウワバミソウによく似た山菜もあります｡``あおよ

しな"はヤマトキホコリ(EIatostema Jaetevkens)

という同じウワバミソウ属の植物ですo "よしな"

の茎が赤紫色であるのに対し､緑色をしているの

で"あおよしな"と呼ばれています｡

ウワバミソウの茎はゆでて味噌あえや胡麻あえ

などにされ､味は淡泊でさっぱりとしています｡

また､秋になると茎の節が肥大し､むかごが形成

されますoむかごは塩漬けにして保存食として利

用されています｡

さて､今宵は塀蛇革を肴にして､大酒飲みの女

スプリング･エフェメラル

春､いち早く開花したと思ったら2ヵ月ほ

どで消えてしまう植物があります｡このよう

な植物をスプリング･エフェメラル(Spring

ephemeral)といいます｡例えば､カタクリ｡

コナラやブナなどの落葉広葉樹林の林床に生

え､上層を覆う樹木が葉を展開する前に開花

します｡そして開花後､短期間のうちに地上

部は枯れてしまいますD　この時期には林床で

も光が十分に差し込むため､生産活動が行え

るのですo

技師　兼本　正

カタクリ

屋外展示園では､ ｢クリ･コナラの森｣で4

月上旬にカタクリの花をみることができます｡
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植物学解説シリーズ

植物の形態(7)

かたちと名前

植物の種の学名は､同環の植物をひとまとめにした一

個の｢属名｣と.種ごとの区別を表わすための一個の｢種

形容語｣との組合せからなっています｡この名前のつけ

方を二名法といい､たとえばイロハモミジであればAcer

palmatum [てのひら状のAcer].チドリノキであれば

Acer carpiniEollum [シデの葉状のAcer]というような組

合せになっています｡俗に｢名は体を表わす｣といわれま

すが､この命名法による名前が必ずしも｢体を表わす｣も

のとはいえないことは､上記の例(とくに前者-何がて

のひら状なのか書かれてない-)からも分かります0 -

､′　方､ ｢体を表わす｣ような名前のつけ方は句名(phrase

name)と呼ばれ､イロハモミジではAcer foliis palmatlS

serradsglabns,floflbus umbenads lてのひら状で鋸歯があ

り無毛の糞､および散形花序をもったAcer (Thunberg
"FloraJaponica'',1784)]といように表記されますo ｢属名｣

のあとに,集や花などの特徴を記述的に連ねるこの長い

名前は､かつては正式な学問的名称でした｡しかし､ 17

世紀から18世紀にかけて､次々と発見されていく植物を

効率よく整理する必要から､旬名に対応して二名法名が

並記されるようになり,現在では､国際植物命名規約に

よって正式な学名はこの二名法名によると定められてい

ます｡

学名の種形容語の部分は､柏物の特徴と関係のあるな

しにかかわらず､規約に反しない限りあらゆる形容詞や

独立の名詞､あるいは｢-の｣という形にした名詞を使っ

てもよいことになっています0 -万｢体を表わす｣部分は

学名の発表の際､記載文として(長さを気にせずに)書く

こととなっています｡要は､同属の異なった種にまざら

わしい名前を与えたり､すでに正式な学名のついた種に

よけいな名前を重複してつけないようにすればよいだけ

で､そのために命名規約では先取権やタイプ法と呼ばれ

る学名と実際の植物とを結びつける方法を厳密に規定し

ていますQ　また､二名法名のあとに命名者の名前を表記

しますが､これにより原記載(オリジナルデータ)の検索

が容易にできるようになっています(たとえば､ Acer

carpinifoliumSiebold et Zuccarinlの原記載はシーボルト･

ツッカリ一二共著の文献を探せばよいことが分かる) ｡

植物を科学的に取り扱うために必要なこれらの基礎的情

報と結び付けられた記号として学名があるわけです｡単

なる記号といえばそれまでなのですが､ともあれ柏物の

かたちや色に因んだ形容詞を使った学名は覚えやすく､

実際､学名の何割かにはそのような単語が使われていま

すo　植物のかたちを表わすことばが使われた学名を､

Thunbergの"Flora Japonica"と" BotanicalObservadons

ontheFloraJapomica" (1794)から､とくに葉のかたちに

主任研究員　大宮　徹

囲んだものを例にとってみましょう(学名には基本的に

ラテン語が使われますので､形容詞の語尾は属名の性に

よって多くは･us,-a,-umのように変化します)o

･ rotundus[まるい]は円に近い幅広の楕円を表わします｡

nexrotunda　クロガネモチ

･ obovatusは[倒卵形の]を意味しますo

MagnollaObovata　ホオノキ

･ pahaは[てのひら]を意味し､その形容詞形pahatus

は葉の先が[てのひら状]に分かれるかたちを表わすこと

ばとして使われます｡

Acerpalmatum　イロハモミジ

Rub11Spalmatus　ナガパモミジイチゴ(モミジイチゴ

の一変種)

･同様に葉の先が分かれていることをギリシャ語由来の

lobus<hβoら[みみたぶ]との合成でquinquelobus [裂片

が5つの]あるいはseptemlobus[裂片が7つの]という

形容詞にして使うこともあります(実際に何裂するかは

個体や葉ごとに変異のあることが多い)o同じことを

｢裂ける｣という観点からみれば血do[裂く]との合成語

で出五dusl三叉になった]などのようにも言われます｡

Dioscoreaquinqueloba　カエデトコロ

Dioscoreaseptemioba　モミジドコロ

Rubusb近dus　カジイチゴ

･先端が尖ることはac血S[銘形の]といいますQ

Quercusacuta　アカガシ

･基部が凹むことはcordatus[心形の]といいます｡

Houttuyniacordataドクダミ

･鋸歯があることはserra[のこぎり]の派生語serratus

を使い､鋸歯がまるみを帯びているときはcrenatus[円

鋸歯状の]といいます｡また､縁どりなどがdens[菌]そ

のものを思わせる場合､ dentatusという言い方がしばし

ば使われます｡

Ilexserrata　ウメモドキ

Ilexcrenata　イヌツゲ

Quercusdentata　カシワ

種形容語には､このほかにもかたちを表わす多くのこと

ばがあり,また､かたち以外の特徴や､産地あるいは発

見者を記念したことばなども多く使われますQ　ただし､

それらは必ずしもその植物の特徴や産地を的確に表わし

たものとは限りません｡それでも学名は記号としての役

割が第一義ですから.現実に即して訂正するということ

はありません｡実際の植物と学名を比べて､命名者がど

のような意図で種形容語を選んだのかを考えることは､

科学の本筋ではありませんが､おもしろいことかもしれ

ませんD
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専門植物園ガイド

林業試験場樹木園

樹木に関する専門植物園で､県内に生育する主

な樹種を中心に植栽してあります｡親しみを持っ

て樹木に関する知識を学び,緑いっぱいの環境で

憩い･楽しみ､樹木の有用性と自然環境の重要性

が認識できる植物園です｡

林業試験場に隣接する13.7ヘクタールの丘陵地

に位置し､ ｢憩いの広場｣ ｢花木の林｣ ｢紅葉の林｣

｢マツポックリの林｣ ｢木の実の林｣などがありま

いろいろな植物の葉を集めて､人の姿

を表現していますo

(戚者: t山県*A郡枠中町　有逆子)

愛称:ドリアス
シンボルマーク　.<ドリアス''はギリシャ神話に出てくる

森の精｡日本では最初に立山で発見さ

れた高山植物-すヨウノスケソウ''の学

負(DLya5 0CtOPhlavar asiaLlca)にも

使われています.

(応書者:大阪府吹EEl市　at村実)

>　　　イベント案内

D企画展示

野生ラン展

日時: 5月8日(金)-10日(El) 9 :00-17:00

叫所■サンライトホール

共催:書LLJ県甘協会

クレマチス展

日時: 5月15日(金)-6月10日(水) 9 :CK)～17:00

qL所.屋外展示園､サンライトホール

: 1L事会

ft熊JEft

El時: 4月11日仕)､ 12日(E]) 18:00-21:00

g[所:屋外展示四

クレマチスの椛寮と栽培法

日時: 6月7日(日) 13:00-16:∝l

q所:管理研♯棟　実習室､屋外展示EE

iI節:杉本公道(クレマチス協会理事)

定JL ,24名　◆要申込

D講座･講習会

植物商業習会

日時: 4月18日(土)-19日(日) 10.00-16:00(2日朋娘です)

場所:甘理研俺様研偉室

講師`豊田払子(植物画家･フェアリーリングの全会A)

岡JZl宗鼻(種物画素･フェアリ-リンクの会合且)

定Jt:馳名　◆要申込

すo　タニウツギやヒメアオキなど､ E]本海側に特

有な植物が自生している様子も観察することがで

きますo富山地方鉄道岩瞬寺(いわくらじ)駅か

ら徒歩15分｡入園無料C

お問い合せは-

林業試験場樹木園

中新川郡立山町吉崎3

林業普及センター内
TEL.0764-83-2259

植物学講座｢スミレの軌頼｣

日時: 4月26日(日) 13:00-16:∝l

叫所:管理研イ歩棟　実習室､屋外展示ER

講師:橋本　保(筑波美浜植物園　園長)

定見■24名　◆異申込

植物写真の撮影法｢やさしい花の振り方教室｣

日時:5月3日(日) 13:00-16:00

qL所:管研修棟　研修室､ B外展示四

共催:書山県写JE家協会

定Ji :50名　◆要申込

講演会｢世界の野生ランを訪ねて｣

日時: 5月10日(日) 13:00～15:00

場所:管理研修棟　研修室

講師:唐津耕司個際ラン套Jt会委Ji)

定Ji : 70名(当日受付)

和紙をつくってみよう

E時: 5月29日(全)-31E](日)10:00-16:00

ql所▲サンライトホ-ル

協力:平村和抵工等肝究虎

D月例行書

日曜植物案内

時間:ll :00～12:00

4月5El(日) ｢高山橿物｣

6月7日(日) ｢クレマチス｣

親子*lJエンテ-リング

q一所:屋外展示同

時間: 13:00-16:00

4月5日(El)､ 5月17日(日)､ 6月14日(日)

◆要申込と+かれた行事は往復ハガキによる申込先書店です

(実施日の一カ月前から受付開始) o

ト＼＼　友の会からのお知らせ

平成10年度の会員を募集しています｡入会されますと､

友の会主催の行事への参加､中央植物園の入園券( 2枚)

や会報の配布などの特典を受けることができます｡会費

(年額)は一般会員が3,000円､賛助会員が20,000円です｡

詳しくは､富山県中央植物園友の会事務局(富山県中央植

物園内　担当　檎屋)までお気軽にお問い合わせください｡
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